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TiM では，穿孔加工の際，パンチが突入した面を“Heads side”，裏側のパンチが抜けた面を“Tails side”
とした．SEM 観察では，両面ともナノオーダーの正確さで整列した25μm 角穴が見られ，Heads side は平滑
面に縁端のシャープな角孔が配列する一方，Tails side の角穴は辺縁にバリを生じ，3 次元的な起伏を呈し
ていた．TiM上でマウス頭蓋冠由来骨芽細胞株（MC3T3-E1）をFBS添加培地にて培養した．SEMおよび免疫染
色顕微鏡像による観察では，播種された細胞はメンブレン両面上において付着，遊走，細胞数増加が見られ，
培養21日後においてはTails sideではHeads sideに比べ染色細胞核数において有意に上回っていたが，対
照群の加工前チタン箔(Blank)における培養細胞数に比べればいずれも下回っていた．また，Heads sideでは
その過程で貫通孔内部とその周辺に細胞が集積する傾向があった．一方，Tails side では孔辺縁のバリに細
胞体が数多く付着すると共に，貫通孔内部にも集積していた．硬組織誘導能については，オステオカルシン
(OCN)遺伝子発現については培養 28 日後において明瞭となり，硬組織誘導培地により増強された．オステオ
ポンチン(OPN)遺伝子発現については培養14日後で明瞭となり28日後で幾分低下した．また硬組織誘導培地
により相対的に抑制された．試料各面における比較では，OCN発現はHeads sideにおいて，Tails sideおよ
びBlankに比べ有意に高く，OPN発現についても同様の傾向が認められた．培養28日後におけるアリザリン
染色像では，Tails sideとBlankにおいて石灰化ノジュールが明瞭に発現し，いずれも硬組織誘導培地によ
り増強された．以上の結果から、制御されたマイクロトポグラフィーを含む TiM は，硬組織由来細胞におけ
る増殖能と石灰化誘導能を有する素材と考えられる． 
 
